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tissue factor (TF) およびtissue factor pathway inhibitor (TFPI) の血管条における正常内耳での局在と
lipopolysaccharide (LPS) 負荷によるそれらの発現の変化について検討した。 
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り発現を認めた。TFの発現はLPSの負荷によりup-regulationされたが、3日後からはやや減少傾向を示した。
しかし７日後においてもコントロール群と比べ有意に発現を認めた。TFPIは正常内耳およびコントロール群で
は血管条のほぼすべての血管内腔面に発現を認めたが、LPSを負荷することにより発現は減少傾向を示した。 
血管条にはTFなどの血栓形成を促進する因子とTFPIなどの抑制する因子の両者が存在し、これらの因子が
複雑に機能することにより血管条の血流が調節されている可能性が考えられた。 
以上の研究は、蝸牛血管条における凝固調節因子の存在と血流障害時のそれらの経時的変化についた明らかに
したものであり、今後の内耳血流障害の臨床および研究の発展に大きく寄与するものと考えられる。したがっ
て、著者は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判断された。 
